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事業説明（今回の対象地の概要） 

〇下水道管理公舎 

・ポンプ場等における緊急な勤務に従事することを目的に設けられた職員寮 

・近年の運転制御の自動化等により必要性が薄れており順次廃止している 

No.１ 渡田下水道管理公舎（用地）  → 令和７年３月廃止 

No.２ 古市場下水道管理公舎（用地） → 廃止済 

No.３ 加瀬下水道管理公舎（用地）  → 廃止済 

No.４ 麻生下水道管理公舎（用地）  → 令和７年３月廃止 

〇その他 

・工業用水道の送水管が埋設されている用地であり、地上部は使用していない 

・令和４年度まで、レンタルボックス（倉庫）業者に貸付けを行っていた 

   No.５ 工水３号送水管路用地 
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対象地 No.1 渡田下水道管理公舎（用地）の概要  
 

土 地 

所在地 川崎区鋼管通 4-17-1 

敷地面積 ９３５．６０㎡ 

用途地域等 準工業地域、第３種高度地区、準防火地域 

建蔽率／容積率 ６０％／２００％ 

接道 南側 公道４ｍ 

現況 渡田下水道管理公舎が現存（令和７年３月に用途廃止予定） 

交通 ＪＲ南武線支線 浜川崎駅 徒歩約４分 

 

建 物 

延べ床面積 ３７７．５８㎡ 

建物用途 共同住宅（住戸数６戸） 

構造等 鉄筋コンクリート造 ２階建 

建築年月 平成４年（築 31 年） 

建物状況 新耐震基準の建物、貸し出すには各住戸リフォームが必要 
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配置図 
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１階平面図 ２階平面図 

北側立面図 西側立面図 

南側立面図 

東側立面図 
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対象地 No.２ 古市場下水道管理公舎（用地）の概要  
 

土 地 

所在地 幸区東古市場７４ 

敷地面積 １９６．０８㎡ 

用途地域等 第一種中高層住居専用地域、第２種高度地区、準防火地域 

建蔽率／容積率 ６０％／２００％ 

接道 北西側 公道５ｍ、南西側 公道６ｍ 

現況 古市場下水道管理公舎が現存（用途廃止済） 

交通 ＪＲ南武線 鹿島田駅 徒歩約２０分 

 

建 物 

延べ床面積 １２５．８１㎡ 

建物用途 長屋（住戸数２戸） 

構造等 鉄筋コンクリート造 ２階建 

建築年月 昭和５７年（築４１年） 

建物状況 新耐震基準による建物、貸し出すには各住戸リフォームが必要 

※ 令和３２年度から土地をポンプ場工事で使用するため、有効活用できるのは令和３１年度末まで 
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配置図 
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１階平面図 ２階平面図 

北側立面図 西側立面図 南側立面図 東側立面図 
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対象地 No.３ 加瀬下水道管理公舎（用地）の概要  
 

土 地 

所在地 幸区南加瀬５－１０－２２（加瀬ポンプ場敷地内） 

敷地面積 約３２０㎡ 

用途地域等 第一種住居地域、第３種高度地区、準防火地域 

建蔽率／容積率 ６０％／２００％ 

接道 なし（加瀬ポンプ場敷地は、西側 公道７ｍ） 

現況 加瀬下水道管理公舎が現存（用途廃止済） 

交通 ＪＲ横須賀線 新川崎駅 徒歩約２８分 

 

建 物 

延べ床面積 ５８３．９２㎡ 

建物用途 共同住宅（住戸数１２戸） 

構造等 鉄筋コンクリート造 ３階建 

建築年月 昭和４９年（築４９年） 

建物状況 旧耐震基準による建物、耐震診断未実施、貸し出すには各住戸リフォームが必要 

※ 令和３０年度から土地をポンプ場工事で使用するため、有効活用できるのは令和２９年度末まで 
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配置図 



10 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１階及び基準階平面図 

北側立面図 

南側立面図 西側立面図 

東側立面図 
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対象地 No.４ 麻生下水道管理公舎（用地）の概要  
 

土 地 

所在地 麻生区下麻生３－３２－２６ 

敷地面積 ９８４．２７㎡ 

用途地域等 第一種中高層住居専用地域、第２種高度地区、準防火地域 

建蔽率／容積率 ６０％／２００％ 

接道 南側 公道４ｍ 

現況 麻生下水道管理公舎が現存（令和７年３月に用途廃止予定） 

交通 小田急小田原線 柿生駅 徒歩約３８分 

 

建 物 

延べ床面積 ３７７．５８㎡ 

建物用途 共同住宅（住戸数６戸） 

構造等 鉄筋コンクリート造 ２階建 

建築年月 昭和６３年（築３５年） 

建物状況 新耐震基準による建物、貸し出すには各住戸リフォームが必要 
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配置図 
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１階平面図 ２階平面図 

北側立面図 

西側立面図 南側立面図 

東側立面図 



14 
 

事業者の皆様に御意見をいただきたい内容 

  

〇周辺地域の活性化等の地域貢献も考慮しつつ、収益性の高い事業を行うことで財政的貢献が見込め

る提案をお願いします。 

〇想定される事業パターンとして下記のようなことが考えられますが、 

・どのような活用方法が考えられますか？ 

・事業実施に伴う使用料及び必要な貸付期間はどれくらいが適当ですか？ など 

 パターン１ パターン２ パターン３ パターン４ 

内  容 

事業者（又は市）が既存建

物を解体し、事業者が新た

に建物を整備 

事業者（又は市）が既存建

物を解体し、事業者が土地

を活用 

既存建物を市が譲渡し、事

業者が改修して活用 

既存建物を事業者が改修し

て活用 

契約形態 事業用定期借地権設定(※) 土地賃貸借 
建物売買 

事業用定期借地権設定(※) 
定期建物賃貸借 

所有

形態 

土地 市 市 市 市 

建物 事業者 － 事業者 市 

（※）ポンプ場工事で使用するため、有効活用可能期間は、古市場管理公舎用地が令和３１年度末まで、加瀬管理公舎用地が令和２９

年度末までになります。渡田管理公舎用地と麻生管理公舎用地については、期間に制限はありません。 
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スケジュール（予定） 

  

 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度

以降 

 

有効活用の方向性の整理 

 

    

 

公募～事業者決定 

 

    

以下の条件で有効活用を開始する場合 

・既存の建物を活用 

・事業者が建物を解体して更地利用 

    

以下の条件で有効活用を開始する場合 

・市が建物を解体し更地利用 

    

 ※御提案内容により方向性を整理するため、公募内容や時期は今後決定していきます。 

利用開始 

利用開始 解体設計 
建物解体 
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対象地 No.５ 工水３号送水管路用地の概要  
 

土 地 

所在地 幸区柳町８５—６９ 

敷地面積 ２２１．１２㎡ 

用途地域等 第一種中高層住居専用地域、第２種高度地区、準防火地域 

建蔽率／容積率 ６０％／２００％ 

接道 南側 公道４ｍ      交通 ＪＲ南武線 尻手駅 徒歩約９分 

現況 更地（アスファルト舗装敷）、地中に埋設管（送水管）あり 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

② 
① 

②  
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事業者の皆様に御意見をいただきたい内容 

  

〇周辺施設の地域活性化等の地域貢献も考慮しつつ、収益性の高い事業を行うことで、財政的貢献が

見込める提案をお願いします。 

・どのような活用方法が考えられますか？ 

・事業実施に伴う使用料及び必要な貸付期間はどれくらいが適当ですか？ など 

 

スケジュール（予定） 

  

 令和５年度 令和６年度 令和７年度以降 

 

有効活用の方向性の整理 

 

   

 

公募～事業者決定 

 

   

 ※御提案内容により方向性を整理するため、公募内容や時期は今後決定していきます。 

利用開始 


